
事業スキーム

事業の目的・スキーム

＜事業の目的＞
平成 28 年 11 月に「出入国管理及び難民認定法の一部を改正する法律」が成立・公布され、新たに在留資格「介護」が創設され、平成 29 年９月より
施行されているところである。これにより、介護福祉士の資格を取得し、日本国内で介護の業務に従事するため、介護福祉士養成施設への外国人留学生が増
加していくことが予想される。
このような介護現場における専門人材として活躍が期待される外国人留学生等の実態把握を行うとともに、外国人留学生等の抱える課題に対する相談支
援や日常生活面における支援を実施する体制を整備することにより、外国人留学生が円滑に学習・就労等を行うことができるよう支援することを目的とする。

＜事業スキーム＞

ア．支部業務推進委員会の設置・運営
イ．外国人留学生及び養成施設等に関する各種情報収集及び本部への報告
ウ．本部の協力要請に基づく相談支援の実施
エ．養成施設等へのヒアリングの実施
オ．その他事業目的に必要な取組

ア．事業全体の統括
イ．本部事業推進委員会の設置・運営
ウ．支部事業推進委員会の運営支援・管理

エ．相談支援センターの運営・管理
オ．支部又は関係機関等への協力要請
カ．その他事業目的に必要な取組

公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

支部：介養協ブロック組織（7ブロック）

日本語学校

養成校への
入学支援

実習や就労支援

就学中の支援、アルバ
イト先への巡回指導、
補習、自習、復習等の
学習支援、学生が地域
で安心して暮らせるよう
日常生活支援、精神面
での支援等を行う。

報告補助事業実施体制の構築

介護福祉士を目指す外国人留学生等に対する相談支援等の体制整備事業

※平成30年10月4日 介護福祉士を目指す外国人留学生
等に対する相談支援等の体制整備事業第1回近畿支部
事業推進委員会資料を大阪府において一部加工

資料６












